
竜巻防災教育プログラムを実践するために
ワークシートを利用したグループ学習

グループ学習による班別発表（中学）

視聴覚教材を利用した全体学習

対応行動訓練の振り返り

休み時間の対応行動訓練



起きた災害 (現象)を 状況に応じた 自分の身を守る

防災教育プログラムのコンセプト

自然災害から自分の命を守る行動を身に付ける

普段は経験しない危機的な場面に遭遇すると，常識的な
判断や行動するまでに時間がかかる （又は行動できない）

「認知・判断・行動」をパッケージ化して対応力を高める

型

災害をイメージし・訓練によって”型”を体に刷り込ませる

行動判断認知知識

災害（現象）の

パッケージ化



知識・思考・能力をステップで身に付ける学習プログラム

防災教育プログラムによる実践

認知（知識）

◆現象のメカニズム・現象によって起こる被害を知る
◆現象の予兆や防災情報の入手方法を知る

◆身近で起きている現象が何かを知る

判断（思考）

◆現象によって起こる危険が何かを考える
◆様々な場面で起こる危険を考える

◆自分の身を守る適切な行動の仕方を考える

行動（能力）

◆その場に応じた危険回避の仕方を判断する
◆自分の判断で身を守る対応行動をとる

◆周囲に影響を与える行動（率先）をとる

事前学習❶

事前学習❷

対応行動訓練

学習ステップ

効果測定



竜巻などの激しい”突風”とは

ダウンバースト竜 巻 ガストフロント

積乱雲に伴う強い上昇流により

発生する激しい渦巻き

積乱雲から吹き降ろす下降気流

が地面に激突して吹き出す
積乱雲の下で形成された
冷たい空気の塊が流れる

突風の被害状況を調査して発生した現象を推定する

突風とは発達した積乱雲の下で発生する急に吹く強い風



竜巻による被害をイメージできているか



屋内では、
●風呂場やトイレ、押入れ
、建物中央の廊下などの安
全な場所に避難が必要。
●バイクなどのヘルメットを
つける、マットレスで体の周
りを覆うなどで、少しでも身
の安全を守る行動が必要。

屋外では、
●屋根瓦など、飛来物など
に注意する。

竜巻から身を守るための行動

その場の状況に応じた対
応行動で身を守る。

竜巻による危険（リスク）を
イメージすることが重要。



竜巻防災教育プログラムによる学習

 竜巻とは何か （竜巻を知る）
・竜巻自体の特徴
・竜巻によってもたらされる被害,影響の特徴

 竜巻に気づくことができるか （情報の収集）
・天気予報を見ましょう
・積乱雲,雷鳴・雷光,急に冷たい風などの予兆に気づく

 竜巻が近づいてきたら （対応行動を考える）
・むやみに外を出歩かない
・頑丈なたてものに入る
・窓,ドアなどから離れる,カーテンを閉める等
・頭,体を守る → 飛んできた物でケガをする
・対応行動のまとめ

普段から竜巻に備えるためには （応用・訓練）
・竜巻に関する情報を取得する
・身の回りの避難方法,場所を知る

主体的に行動する態度を育成する防災教育・訓練



竜巻防災教育プログラムの開発

竜巻防災教育プログラム

プログラムを活用した先生による防災教育の実践・検証

【事前学習❷】 竜巻接近時の適切な対応行動を学ぶステップ２

【事前学習❶】 竜巻に関する正しい知識を学ぶ

【対応行動訓練】 適切な対応行動・避難行動の理解･習得

ステップ１

ステップ３

構成

“先生自ら防災教育が行える”防災教育プログラムの提供

プログラムの評価･改善

学習指導案 ワークシート 授業補助教材 対応行動プログラム 質問紙教材

2014年度開発



竜巻防災教育プログラム（単元・学習指導案）
学習指導案



竜巻防災教育プログラム（ワークシート）



竜巻接近を知らせる放送（合図） →竜巻接近の伝達

竜巻接近を認知し、自分の判断で適切な退避行動をとる

竜巻接近を想定した対応行動訓練

振り返りによって「認知・判断・行動」の確認と指導が重要

休み時間 教科別の授業授業中

竜巻がどこまで接近しているのか“認知”に個人差が出る

同じ場所で竜巻を認知しても違う対応行動を判断するむ

清掃の時間

竜巻が接近していと認識（猶予無） 竜巻はまだ遠くいると認識（猶予有）

その場で行動する 安全な場所へ移動する

竜巻想定訓練



教育効果を高め・継続するためには

Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）→ Act（改善）の
4 段階を繰り返しにより,学習効果の向上（継続）を図ることができる.

Ｐ（計画） 事前指導❶❷

Ｄ（実行） 対応行動訓練

Ｃ（評価） 事後指導（振り返り）

Ａ（改善） 職員会議・職員研修

学校評価PDCAサイクル

事前アンケート

事後アンケート

教育効果測定

学習評価・分析



児童生徒の学習効果を検証する
訓練振り返り用「ワークシート」 質問紙「竜巻アンケート」

個々の学習状態が把握でき、効果的な指導ができる
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①竜巻とはどのようなものか
知っている

②竜巻でどのような被害が でる
を知っている

③竜巻に気づくためには、
どうすればよいのか知っている

④竜巻が近づいてきたとき、
どうすればよいのか知っている

⑤竜巻が近づいてきたときは、
外で竜巻のようすを観察する

⑥竜巻が近づいてきたときは、 どん
建物でもよいので、建物の中に入る

⑦竜巻が近づいてきたとき、
建物の中ならば、どこにいてもよい

⑧竜巻が近づいてきたとき、 建物の
中の安全な場所ならば、 何もしなく
てよい

【対応のある ｔ 検定】 **： １%水準で有意 *：５%水準で有意

**

**

**

**

**

**

**

*

N=217

全項目で
有意差あり

知
識
の
度
合
い

対
応
行
動
の
理
解

竜巻防災教育プログラムの効果検証

児童生徒アンケート
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F(3.3, 371.8)=25.5, p<.01)

継続した訓練による学習効果の推移 （小学校）


